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１

あるひのこと、フォッサのおとう

さんのトティベと息子のトティが

一緒に森にいった時のことです。

「グーグルグルッル」

トティのお腹がなりました。

「とうさん!おなかがすいたよー」

トティがいいました。

「そうか、少しまってなさい」

お父さんが答えました。
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２

しばらくいくと大きな木の上に、

ウミワシがいました。

「お乳さん!おなかがすいたよー!」

トティはまたいいました。

しかし、ウミワシは大きなするど

い爪を持っていて、くちばしもと

んがっています。おそわれたらき

っとひどい傷を負うでしょう。

このちいさなフォッサの子供は、

いったい何をたべることができ

 るのでしょう？
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３

こんどは池にたどり着きました。

そこにはきれいな色をしたカエル

がいました。

「お父さん!おなかがすいたよー!」

トティが言いました。

しかし、このカエルには毒があっ

て、食べるときっとお腹を壊して

しまいます。

このちいさなフォッサの子供は、

 いったい何をたべることができ

るのでしょう？
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４

池をはなれずっと進んで行くと、

ワニがひなたぼっこをしていまし

た。

「お父さん!

ほんとにおなかがすいたよ！」

トティが言いました。

しかし、この大きなワニのしっぽ

でボンと叩かれたら、彼らはきっ

と大怪我をしてしまいます。

このちいさなフォッサの子供は、

 いったい何をたべることができ

るのでしょう？
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５

こんどは木の上に、ボア（肉食の

ヘビ）を見つけました。

「お父さん!お腹がすいたよー！」

トティがいいました。

でももしも、巻きつかれたら息が

できなくなってしまいそう。

このちいさなフォッサの子供は、

 いったい何をたべることができ

るのでしょう？
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６

もうしばらく行くと、イノシシに

出会いました。

「お父さん！お腹がすいたよ！」

トティが言いました。

もし大きな鼻で突き飛ばされたら

すごーく痛そうです。

このちいさなフォッサの子供は、

 いったい何をたべることができ

るのでしょう？
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７

親子はまた別の場所で、木の下に

スズメバチの巣を見つけました。

「おとうさん!おなかがすいたよ!」

トティがいいました。

でも大きなするどい針でさされて

しまいそう。

このちいさなフォッサの子供は、

 いったい何をたべることができる

 のでしょう？
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８

こうして彼らはすみかの穴に戻っ

てきてしまいました。お母さんを

見つけてトティが言いました。

「おかあさん、おかあさん!

おなかがすいたよ!」

トティがいいました。

このちいさなフォッサの子供は、

 いったい何をたべることができ

るのでしょう？

答えは簡単です。

おかあさんのおっぱい！

おいしいし、あったかい。
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クイズ1

このお話の中に出てきた

マダガスカルの固有の

動物はなんでしょう？
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クイズ２

次の動物の身を守るため
 の特徴はなんでしょう？

ウミワシ

ワニ

イノシシ

スズメバチ

ボア（ヘビ）

きれいな色のカエル
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このお話から学べる教訓
 は何でしょう？
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